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来
る
選
挙
こ
を

正
し
い
選
挙
に

選
挙
管
理
委
員
長

磯
部
協
作

今
回
図
ら
ず
も
選
挙
管
理
委
員

長
の
職
を
汚
す
に
至
り
ま
し
た
事

は
、
不
肯
私
に
と
り
ま
し
て
は
、

誠
に
光
栄
と
、
其
職
賈
の
重
大
さ

を
、
痛
感
す
る
次
第
で
御
座
い
ま

す
。
萬
濆
漏
の
な
き
様
努
力
致
す

積
り
で
御
座
い
ま
す
が
。
何
卒
町

民
唇
位
の
満
腔
の
御
協
力
を
切
翩

致
す
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

私
は
日
夜
こ
っ
く

と
漬
漏
な

き
棣
に
、
又
有
権
者
各
位
に
御
不

満
と
、
御
迷
惑
が
な
い
棣
に
と
、

縁
の
下
の
力
持
ち
に
努
力
を
払
っ

て
居
ら
れ
る
管
理
委
員
会
の
職
員

方
の
繁
忙
ぶ
り
を
甄
ま
す
時
に
は

感
謝
致
す
の
他
な
く
、
何
卒
有
権

看
各
位
も
其
の
努
力
を
買
て
頂
９

度
と
存
じ
ま
す
。

私
は
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
其
の
仙

の
方
法
で
、
選
挙
が
有
る
毎
に
、

公
明
選
挙
々
々
々
々
と
耳
が
つ
ん

ぽ
に
な
る
棣
に
莚
聞
致
し
ま
す
が

此
れ
程
有
権
者
各
位
を
悔
辱
し
た

冒
絮
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。
有
権

者
唇
位
に
を
か
れ
ら
れ
て
も
、
自

己
の
持
つ
渮
き
一
票
を
、
何
を
好

ん
で
情
実
、
買
牧
、
供
応
、
其
他

り
利
益
の
た
め
に
、
不
明
朗
な
不

愉
快
な
行
使
を
な
さ
る
友
が
有
り

ま
し
や
う
か
、
私
は
縉
体
に
な
い

と
確
信
致
し
ま
す
。

現
在
新
聞
紙
上
に
も
今
回
の
衆

議
院
議
員
選
挙
に
挌
り
、
可
成
の

違
犯
者
を
出
し
て
居
る
様
に
、
報

遐
致
し
て
居
り
ま
す
が
、
此
は
一

部
の
過
去
の
妄
想
に
を
ど
る
愚
者

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
而
し
此
の
愚
者

が
つ
い
に
は
咆
が
公
共
団
体
を
腐

敗
せ
し
め
、
国
家
を
累
卵
の
危
き

に
落
し
入
れ
る
大
害
虫
に
な
る
の

で
御
座
い
ま
す
。

来
る
県
議
、
町
長
、
町
議
の
選

挙
に
は
有
権
者
各
位
も
肌
重
に
自

己
の
迷
は
ざ
る
信
念
の
４
と
に
濟

き
一
票
を
行
使
し
て
頂
き
度
と
存

じ
ま
す
。
立
候
補
者
が
身
近
に
な

れ
ば
な
る
程
、
耆
自
の
良
心
を
哇

る
わ
す
悪
麌
が
寸
隙
を
狙

づ
て
し

の
ぴ
込
み
ま
す
。
私
共
は
此
の
悪

麌
を
徹
底
的
に
や
っ
け
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
公
明
渭
挙
り
実
が
あ
が

つ
だ
も
の
と
存
じ
ま
す
。
立
候
補

者
の
人
物
、
縣
歴
、
政
見
、
其
仙

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
御
検

討
下
さ
っ
て
自
己
が
一
番
正
し
い

立
候
補
者
に
御
投
票
頂
き
、
俯
仰

天

地
に
愧
じ
ず
、
明
朗
な
気
分

な
つ
で
頂
く
棣

に
切

翩
致
し
１

こ

棄
権
の
事
に
付

い
て
一
言

申
し

上
げ
ま
す
が
、
国
民

の
権
利
で
あ

る
選
挙
権
を
何
か
の
御
事
情
で
御

行
使

な
さ
ら
な

い
事
は
、
誠

に
涜

憾

の
至
り
で
御
座
い
ま
す
。
就

い

て

は
管
理
委
員
会

に
於
て
も

、
不

在
投
票
、
代
理
投
票
。
其
他
棄
権

防
止
に
萬

全
を
期
し
て
居
り
！
す

か
ら
、
御
瀘
慮

な
く
御
相
談
下
さ

い
ま
せ
。

御
待
ち

致
し
て
居
り
ま

す
。釈

迦
に
説
法
の
棣

む
冗
筆
を
奔

七

誠
に
申
し
訳
け
が
御
座

い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
来
る
選
挙

に
は
何

卒
棄
権
を
な
さ
ら
ず
、
明

朗
な
御

投
誤
を
な
さ
い
１
す
棣

に
重
ね
て

御
願
ひ

申
し
上

げ
ま
す
。
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宗
頭
、下
中
小
野
に

三
隅
町
公
営
住
宅
竣
工

入
居
者
も
こ
の
程
決
定

さ
き
に
信
末
、
平
野
に
そ
れ
ぞ
れ
住
宅
を
建
設
せ
し

も
其
筱
住
宅
難
に
あ
え
ぐ
者
多
き
か
め
更
に
今
回
、

宗
頭
十
戸
、
下
中
小
野
十
戸
。
計
二
十
戸
竣
工
さ
れ

人
居
希
望
者
も
相
当
数
あ
り
し
」
一
、
’
終
に
選
考
に
よ
っ

て
左
記
の
通
り
決
定
。

建
設
費
の
半
額
国
庫
補
助
を
う

け
昨
年
八
月
に
起
工
し
た
三
隅
町

公
営
住
宅
は
去
る
二
月
末
竣
工
し

た
の
で
左
の
二
〇
世
帯
り
人
居
を

決
定
し
た
。
公
営
住
宅
は
設
計
か

ら
人
居
者
の
選
衡
等
に
至
る
ま
で

総
で
法
律
や
規
則
に
よ
ら
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
人
居
者
の
決
定
は

公
募
し
た
人
居
申
込
者
を
町
条
例

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
社
会
委
員

に
諮
り
人
居
資
格
を
有
す
る
者
の

住
宅
困
窮
程
度
に
順
位
を
つ
け
順

位
の
定
め
難
い
者
は
公
開
抽
せ
ん

に
よ
り
公
平
に
審
譲
の
上
決
定
し

た
。

宗
頭
団
地
入
居
者
氏
名

河
辺
音
松
、
土
山
栄
治
、
中
野

義
祐
、
椋
木
ハ
ツ
、
山
本
茂
、

田
中
鉱
治
、
森
脇
政
雄
、
石
村

新
一
、
森
重
一
也
、
黒
川
卜
ミ

下
中
小
野
（
崩
し
）
団
地
入
居
者

氏
名村

田
明
治
、
藤
田
己
之
吉
、
徳

田
博
、
石
田
エ
ミ
．
伊
藤
延
一

川
村
一
二
、
河
添
哲
彦
、
勝
屋

善
之
進
．
石
田
実
、
村
岡
安
行

写
真
説
明
上
は
下
中
小
野
、
下
は
宗
頭
の
公
営
住
宅

明
る
い
健
康
な

町
造
り
の
た
め
に

寄
生
虫
撲
滅
運
動
に
協
力
を

日
本
は
世
界
第
一
の
寄
生
虫
国

で
、
文
明
国
と
し
て
恥
か
し
い
こ

と
で
す
。
特
に
農
村
は
寄
生
奉
が

高
く
寄
生
虫
の
害
は
知
ら
ず
く

に
日
常
作
業
力
や
見
童
の
発
育
智

一能
に
も
大
き
な
障
害
が
あ
り
ま
す

寄
生
虫
は
栄
養
分
を
横
取
り
す
る

ば
か
り
で
な
く
体
内
で
排
泄
す
る

毒
素
や
器
械
的
障
害
に
よ
り
他
の

病
気
冫
聞
眞
え
ら
れ
る
種
々
の
症

状
が
あ
ｂ
回
腸
炎
、
肝
臓
ｍ
よ
Ｓ

た
ん
石
症
、
腸
閉
塞
、
腹
膜
炎
等

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
町
は
健

康
の
増
鐺
と
作
槊
力
増
加
に
は
先

づ
寄
生
虫
の
駆
除
か
ら
と
三
隅
町

社
会
福
祉
協
議
会
冫
協
力
し
て
二

七
年
よ
り
寄
生
虫
撲
滅
に
努
力
し

て
來
ま
し
た
。
昨
年
末
よ
り
全
町

一
斉
検
便
を
九
ヶ
所
に
於
て
実
施

致
し
ま
し
た
の
で
虫
卵
検
査
結
果

に
つ
い
て
検
討
し
昏
自
の
自
覚
を

促
し
た
い
と
思
。い
ま
す
。
然
し
こ

の
統
計
に
よ
り
町
全
般
の
保
卵
率

を
判
断
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く

今
ま
で
の
検
便
は
残
念
な
が
ら
被

検
者
が
少
な
い
の
で
保
卵
奉
は
極

端
に
な
り
渮
被
検
者
は
日
常
よ
ｈ
’

衛
生
観
念
の
高
い
者
で
検
便
を
し

な
い
大
部
分
の
人
に
寄
生
奉
が
高

い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
螟
虫
は
令
国
平
均
七
〇
％
、

十
二
指
図
虫
で
も
Ξ
Ｃ
％
以
上
と

云
れ
て
い
ま
す
の
で
本
町
の
寄
生

凖
と
余
り
に
も
へ
だ
た
り
が
あ
ｈ
’

ま
す
。
昨
年
六
月
の
小
中
学
生
の

検
便
の
結
果
は
蛆
虫
五
〇
％
以
上

十
二
指
腸
虫
は
中
学
生
に
於
て
二

四
％
で
あ
り
ま
す
。
便
の
中
全
般

に
虫
卵
が
あ
る
訳
で
な
い
か
ら
一

回
の
検
便
で
全
部
の
保
卵
者
を
発

見
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

検
便
を
せ
ず
と
も
駆
虫
薬
さ
え
服

用
せ
ぱ
よ
い
と
凪
ふ
八
も
あ
り
ｉ

す
が
検
便
を
し
て
寄
生
し
て
い
る

虫
に
よ
っ
て
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば

効
果
が
な
く
、
叉
冗
費
と
な
り
ま

す
。
現
在
の
駆
虫
薬
は
六
〇
％
か

ら
七
〇
％
の
人
が
完
全
駆
虫
出
来

れ
ば
最
ま
で
又
服
用
方
法
に
よ
り

低
下
す
る
の
で
駆
虫
袂
の
検
査
が

必
嬰
で
す
。

別
表
の
統
計
に
よ
れ
ば
一
応
本

町
の
寄
生
虫
は
少
な
い
様
に
思
い

１
す
が
前
毬
の
如
く
検
査
数
が
少

。な
い
の
で
全
町
の
寄
生
凖
と
し
て

は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
検

便
は
県
や
長
門
保
健
所
に
要
請
し

Ｃ
全
町
に
互
。り
実
施
Ｌ
多
く
の
労

力
と
経
費
を
か
け
て
被
検
者
の
便

利
を
図
夢
昏
所
で
実
施
し
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
寄
生
虫
の
害
は
艱

核
と
同
じ
棣
に
急
激
な
苦
痛
が
な

い
の
で
関
心
が
溥
く
、
豫
想
外
に

少
な
く
残
念
で
し
た
。
寄
な
虫
が

労
働
力
に
及
ぼ
す
障
害
は
大
で
あ

り
ま
し
て
。
昭
和
二
八
年
保
健
文

化
賞
受
賞
者
で
あ
る
滋
賀
県
の
寒

村
朽
木
村
村
長
医
博
松
浦
さ
ん
は

駆
虫
運
動
を
行
政
に
取
上
げ
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
詳
細
な
關
査
が

行
は
れ
、
年
間
四
大
万
円
の
衛
生

予
算
で
年
肬
十
万
日
の
稼
僖
力
と

二
千
五
百
万
円
の
失
費
を
と
勿
戻

す
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
こ
と
で

す
。
叉
神
奈
川
県
の
一
農
村
で
十

二
指
腸
虫
の
寄
生
者
の
耕
作
作
業

に
つ
い
て
調
査
し
た
処
九
一

一
一

％
の
作
業
障
礬
が
あ
っ
た
と
云
ふ

こ
と
で
す
か
ら
家
庭
の
莇
済
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
く
軽
親
出
来
ｉ

せ
ん
。
寄
生
虫
駆
除
に
は
勿
論
検

便
や
服
薬
は
大
事
で
す
が
こ
れ
だ

け
で
け
撲
滅
出
来
！
せ
ん
。
理
馥

的
に
は
便
槽
の
中
で
殺
卵
す
る
こ

と
で
す
。
新
築
実
屋
は
今
回
新
篳

し
た
町
公
営
住
宅
の
如
き
Ξ
槽
便

一
所
を
作
れ
ば
先
づ
完
全
で
す
。
三

潴
便
所
は
茹
費
も
相
常
か
か
る
の

一で
肥
溜
め
を
一
一
、
三
個
っ
く
る
か

一又
は
Ξ
槽
に
仕
切
っ
て
完
全
腐
熟

の
分
よ
り
便
え
ぱ
完
全
で
寄
生
虫

は
撲
滅
出
来
！
す
が
い
づ
れ
も
笞

費
が
か
か
り
ま
す
の
で
漸
次
改
善

し
設
備
す
る
ま
で
は
生
食
の
野
蜀

に
は
絶
対
に
下
肥
を
使
は
な
い
槎

に
し
た
な
ら
ば
相
挌
の
効
果
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
健
康
で
明
る
い

町
艢
設
の
為
め
寄
生
虫
撲
滅
に
協

力
し
て
下
さ
い
。

寄
生
虫
保
卵
検
査
統
計
表

部
　
落
　
年
度
検
査
数

・
蛔
　
　
虫

保
卵
者
　
牢

十
二
指
陽
虫

保
卵
奢
　
率
焼
虫
．便
虫
等

保
卵
者
　
率

滝
　
坂

一
の
瀬

中
　
畑

樅
の
木

宗
　
頭

兎
渡
谷

麓
上
中
小
野

下
中
小
野

辻
　
並

大
　
竹

市

中
　
村

久
　
原

生
　
島

津
　
雲

野
波
瀬

小
　
島

東
　
方

二
条
窪

平
　
野

浅
　
田

上
　
げ

沢
　
江

二
れ
だ
け
は
是
非

実
行
し
よ
う

本

年

の

水
稲
育
苗

一
、
塩

水
選
若

し
く
は

硫
安
選

芒
の
な
い
粳
は
水
一
斗
に
食
鹽
な

ら
一
貫
二
硫
安
な
ら
一
貫
五
を
臑

と
芒
の
あ
る
粳
は
貪
鹽
な
ら
九
〇

〇
匁
硫
安
な
ら
一
貫
二
を
溶
か
Ｌ

俘
い
た
籾
を
除
く
こ
と

こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
依
り
少

く
も
五
分
多
け
れ
ば
一
割
五
分
の

増
収
と
な
り
ニ
ー
三
時
間
で
ニ
ー

三
万
円
の
利
盆
が
あ
る
こ
と
に
な

る二
、
種
子
消
毒

ウ
ス
ア
ル
ン
を
マ
ッ
チ
り
小
箱
に

一
杯
こ
れ
を
水
一
斗
に
溶
か
し
種

籾
を
六
時
間
浸
漬
す
れ
ば
よ
い

稲
熱
病
や
胡
痲
藕
枯
病
菌
が
種
に

付
い
て
い
る
の
を
完
全
に
殺
す
ご

と
が
出
来
る
の
で
一
時
発
生
を
防

ぐ
こ
と
に
な
る

三

、

肥

料

の

合

理

的

施

用
（

一
齲

分

丿

例
（
１
）
堆
肥
Ξ
○
一
四
〇
貫
、
石

双

窒
素
一
貫
過
石
一
貫
三
、
太

双
三
一

四
貫

一
例（
２
）
堆
肥
Ξ
０
１
四
〇
貫
汕
釶

二
貫
硫
安
五
〇
〇
匁
溶
成
脾
附

一
貫

例
（
３
）
堆
肥
Ξ
○
一

四
〇
貫
山
口

縣
標
準
配
合
稱
五
号
Ξ
貫
五

（
ト
モ
ヱ
化
成
で
も
同
じ
く
＝

貫
五
）

ぬ
用
上
の
注
意
と
し
て
は
堆
肥
は

よ
く
諤
熟
し
て
い
る
こ
と
が
大
切

で
石
灰
窒
素
は
播
槌
一
〇
日
以
上

前
に
施
さ
な
け
れ
ば
危
險
で
あ
る

木
灰
は
苗
が
一
寸
位
に
な
っ
て
施

す
こ
と
、
其
他
の
肥
料
は
代
掻
前

に
施
用
す
る
紫
雲
英
栽
培
跡
地
は

痾
酸
加
里
質
は
同
量
施
用
す
る
も

窒
素
は
約
牛
量
と
す
る
こ
と
保
膃

折
衷
苗
代
は
一
一
二
割
坩
が
よ
い

四
、
う
す
ま
き
均
播

浸
種
し
た
籾
を
坏
峇
り
二
合
五
勺

以
下
に
二
倍
の
手
間
を
か
け
て
丁

寧
に
播
く
こ
と

五
、
籾
殻
燻
炭
の
施
用

播
種
峇
日
若
し
く
け
蔔
が
ニ
ー
三

枚
の
時
坏
咨
り
＝Ｔ

六
升
の
籾
豐

燻
炭
を
撒
布
す
る
と
埔
膃
を
高
め

加
里
成
分
の
補
給
と
な
り
臠
雑
１
:

を
防
ぐ
こ
と
も
出
来
て
健
全
な
生

肓
を
す
る

六
、
芽
干
し

播
種
後
三
日
目
頃
よ
り
瞹
い
夜
が

か
ん
か
ん
照
ら
な
い
凰
か
に
Ξ
Ｉ

四
回
芽
干
し
を
忘
れ
な
い
こ
と

苺
の
転
ぶ
原
因
の
第
一
は
芽
干
し

が
後
れ
る
か
ら
で
あ
る

七
、
病
班
の
あ
る
苗

は
植
え
な
い

稽
熱
病
班
の
少
し
で
も
あ
る
苺
を

饐
え
た
ら
確
実
に
稲
熱
病
に
侵
さ

れ
る
全
部
処
分
し
て
一
本
で
も
趙

え
て
は
い
け
な
い
病
気
は
出
て
い

な
い
が
欹
い
苗
は
田
呱
一
週
間
前

〔
二
面
に
続
く
Ｉ

警報 麥
に
雲
紋
病
発
生
す

裸
麦
ビ
ー
ル
麦
に
雲
紋
病
が
相
常
發
生
し
ま
し

た
石
灰
硫
黄
合
剤
の
四
〇
一
六
〇
倍
液
に
タ
ノ

ー
展
着
剤
を
一
斗
に
対
し
０
．
二
勺
程
加
え
て

一
〇
日
お
き
に
Ξ
、
四
回
撒
布
の
こ
と

計
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